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三井物産は2004年10月に、国連が提唱する企業の自主行動原則である「グローバル・コンパクト」の支持を宣言し、グローバル・コンパ

クト・ジャパン・ネットワークの理事企業として参画、同じ原則を当社自身の原則として遵守しています。現在、遵守状況に関する隔年社

内調査を通じて、同原則の遵守と実践にグローバル･グループベースで取り組んでいます。 

 

 

国連グローバル・コンパクトとは、1999年1月、スイスのダボスで開かれた世界経済フォーラムの席

上、コフィー・アナン前国連事務総長が「民間企業のもつ創造力を結集し、弱い立場にある人びとの

願いや未来世代の必要に応えていこう」と提唱した、企業の自主行動原則です。規制の手段でも、法

的に拘束力のある行動規範でもなく、経済のグローバル化により引き起こしかねないさまざまな問題

を解決するために、企業が一致団結して、地球市民の立場からその責務を果たそうというものです。

参加する企業には、「人権・労働・環境・腐敗防止」の4分野で、世界的に確立された10原則を支持

し、実践することを求めています。2014年4月現在、世界各地から10,000を超える企業、労働組合、市

民社会組織が参加しています。 

 

 

人権 

企業は、 

原則1 国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重し、 

原則2 自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである。 

 

労働基準 

企業は、 

原則3 組合結成の自由と団体交渉の権利の実効的な承認を支持し、 

原則4 あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、 

原則5 児童労働の実効的な廃止を支持し、 

原則6 雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである。 

 

環境 

企業は、 

原則7 環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、 

原則8 環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、 

原則9 環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである。 

 

腐敗防止 

企業は、 

原則10 強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り

組むべきである。 

 

 

国連グローバル・コンパクトは、世界の貧困の半減を目指した「国連ミレニアム開発目標（MDGs）」の

達成も目的のひとつとしています。当社は2008年5月、英国ブラウン首相（当時）の呼びかけに応じ、

国連が目標とする2015年までのMDGs達成に向けた企業活動の推進に賛同する宣言書に署名し、

その協力のためのさまざまな取り組みを進めています。 

 

詳細はp.55をご参照ください。 
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